
100名先
着

会場参加

（事前申込み制）

500名先
着

オンライン

毎日放送×おおさか環農水研生物多様性センター

初めての人のための生き物シンポジウム

～淀川の魚からひもとく「過去・現在・未来」～

イタセンパラ
Acheilognathus longipinnis

©NIBOSHI& NAMIKO

3月28日木

毎日放送 1階 ちゃやまちプラザ
（大阪市北区茶屋町 17‒1）

2024年

午後1時30分～午後3時30分
（受付開始 午後1時）

申込みはこちらから→
※定員に達し次第締切

入場無料

日時

場所

道頓堀川の
ニホンウナギも来るよ！

細谷 和海 平松 和也

尾　 豪

藤林 温子山本 義彦



「淀川の過去から学び、未来に生かそう！」 「1970年代から2020年代の調査からみた
淡水魚の宝庫“淀川”の確認魚種とその変遷」

近畿大学 名誉教授

細谷 和海
環農水研
生物多様性センター
センター長

平松 和也

～淀川の魚からひもとく「過去・現在・未来」～

毎日放送×おおさか環農水研生物多様性センター

MBSお魚博士

尾　 豪
MBSアナウンサー

藤林 温子

「おおさか生物多様性リンク」
環農水研生物多様性センターと学校、企業、行政機関等
の団体がつながり（リンク）を構築し、相互に協力し合う
ことで、生物多様性の保全や利活用を一層推進するこ
とをめざす取組みです。やわらかで、しなやかなつながり
の中で、長期的に相互の機能強化をはかり、生物多様性
に取組むトップランナー大阪を、一緒にめざすことを目
的にしています。

毎日放送とおおさか環農水研 
生物多様性センターは、2023
年４月１日からおおさか生物多
様性リンクの取組に基づき連携
し、共同で道頓堀川でのニホン
ウナギ調査やイベント等を実施
しています。

専門分野は魚類学、保全生物学、水産生物学。水産

庁中央水産研究所魚類生態研究室室長、近畿大学

大学院農学研究科教授などを歴任。現在は環境省

レッドデータブック委員会魚類部門の座長。書籍・

学術論文を多数執筆。主な著書は『シーボルトが見

た日本の水辺の原風景』（東海大学出版部）など。

環農水研
生物多様性センター
主任研究員

山本 義彦

共催：株式会社毎日放送（ＭＢＳメディアホールディングス）、大阪府立環境農林水産総合研究所 生物多様性センター
後援：国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所、環境省近畿地方環境事務所、大阪府、大阪市（申請中）

参加申込フォームで事前にお申込みください。

https://www.knsk-osaka.jp/biodiv/danwa/20240328/

会場参加：100名（申込先着順）　
オンライン参加：500名（申込先着順）

無料

「おおさか生物多様性リンク」
について詳しくはこちら

定員を超過した場合は、お申込みの受付を終了し、ホームページでお知らせ
します。
お申込みいただいても定員を超過した場合は参加いただけないことがあり
ます。その際はご連絡いたします。
オンラインの接続方法は、申込時の自動返信メールにてご連絡いたします。
オンライン参加の場合は、お申込みいただいた方の回線以外で参加されな
いようにお願いいたします。

●

●

●

●

会場参加：2024年３月20日（水曜日・祝日）
オンライン参加：当日までお申込み可

障がいがある方等で、会場参加にあたり配慮を希望する方は、
事前にご相談ください。

申込方法

申込締切

注意事項

定員 参加費

https://www.knsk-osaka.jp/biodiv/bdlink/index.html

【基調講演・パネルディスカッション】 【話題提供・パネルディスカッション】

【司会・進行・パネルディスカッション】


